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メディアの新しい楽しみ方を奏する放送･通信

ハイブリッドディジタルレコーダ"MSPlOOO”
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以MSPlOOO,,

ホームネットワーク

現状
パソコン

テレビ放送を録画する据置き型録画磯市場では,

近年,DVDレコーダが飛躍的な成長を示している｡特

に,HDDとDVDドライブを備えたHDD･DVDレコーダ

は,その利便性の高さから,家庭での普及が急速に進

むと見られている｡一方,家庭へのブロードバンドネッ

トワークの急速な普及により,ネットワークに接続して

家庭内からでも｢通信+ができる,パソコンや情報家電

が増加の傾向にある｡このような背景から,家庭内で

の｢放送+と｢通信+の融合が叫ばれるようになってきて

嘗
はじめに

近年,DVD(DigitalVersatile Disc:ディジタル多用途

ディスク)レコーダは,プラズマや液晶方式のフラットパネルテ

レビおよびディジタルカメラとともに,ディジタル機器における
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サービス提供者

放送･通信融合型ハイブ

リッドディジタルレコーダ

山MSPlOOO叩のコンセプト

"MSPlOOO”は.放送と通信と

の融合をコンセプトとした,ホーム

ネットワークのコア機器である｡

いる｡

日立製作所は,｢放送+と｢通信+の融合をコンセプ

トに,新しいタイプのHDD･DVDレコーダである

"MSPlOOO''を開発した｡

今後は,このハイブリッドディジタルレコーダ

"MSPlOOO''をホームネットワークのコア機器として発

展させるとともに,HDD･DVDレコーダのキーコンポー

ネントであるHDDの大容量化,高性能化,静音化,省

電力化に積極的に取り組んでいく｡

｢新三種の神器+と位置づけられ,それぞれの出荷台数は増

加しつつある｡特に,DVDレコーダは,2003年1月から8月ま

でに約83万台が出荷されており,本格的な需要期を迎えて

いるl)｡

DVDレコーダは,HDD(Hard Disc Drive)を持つタイプ

(以下,HDD･DVDレコーダと言う｡)と持たないタイプに大別
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でき,HDD･DVDレコーダは出荷台数全体の約70%を占

める｡

HDD･DVDレコーダ普及の主な要因は,技術開発とユー

ザーニーズの視点から,それぞれ以下のように推察できる｡

(1)技術開発

(a)記録型DVDドライブの高性能化

(b)HDDの高性能化･大容量化

(c)ディジタル録画技術の進化

(d)アナログからディジタルへのシフトによるハードウェア高

集積化

(e)ネットワークの高速化

(2)ユーザーニーズ

(a)DVDソフトウェアの充実による,据置き型VTR(Video

TapeRecorder)からDVDレコーダへのシフト

(b)きれいな映像(ディジタル録画)への期待

(c)放送番組録画中に同一番組再生(追いかけ再生)や

録画済み番組の即時頭出しができるなど,据置き型VTR

にはない利便性

d)ブロードバンド接続の浸透

e)長時間録画への要望

一方,家庭でもブロードバンドが急速に普及し,2003年5月

末現在のブロードバンドサービス加入者数は1,094万件に上

り2),わが国総世帯数約4,864万世帯の20%を超える普及率

となっている｡これに伴い,家庭内のネットワーク化も今後進

むものと考える｡

日立製作所は,このような状況から考えて,据置き型VTR

の単なる代替ではなく,｢放送+と｢通信+の融合を目指した新

しいタイプのHDD･DVDレコーダである"MSPlOOO”を商品化

した｡

ここでは,ハイブリッドディジタルレコーダ"MSPlOOO”の開

発コンセプトと特徴,キーコンポーネントである日立グローバル

ストレージテクノロジーズ社製のHDDの特徴,および放送･通

信融合型レコーダの今後の方向性について述べる｡

2ハイブリッドディジタルレコーダ"MSPlOOO”の概要

2.1開発コンセプト

MSPlOOOは,｢放送+と｢通信+の融合をH標として開発し

たHDD･DVDレコーダである｡120Gバイトのハードディスク,

DVDマルチドライブ〔DVD-RAM(Random Access

Memory),DVD-R(Recordable),DVD-RW(Rewritable)

の読み書きが可能〕,100Mビット/sイーサネット削),USBl.1,

およびVHF/UHF/CATV/BS(放送衛星)用アナログチュー

ナを持ち(図1参照),その基本コンセプトは,｢簡単+,｢きれ

※1)イーサネットは,富士ゼロックス株式会社の商品名称である｡
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放送波

放送波

テレビ

VHF･UHF･

CATVチューナ

アナログ衛星放送用
チューナ

MPEG2

コーチソク

CPU

メモリ

100Mビソト/S

イーサネット

USB

パソコン ディジタル

カメラ

､○
DVD

HD【)

注:略語説明 MPEG2(MoⅣingPicture巨xpenGroup2)

CPU(Centra事ProcessingUnit).USB(UniversalSerialBus)

図1MSPlOOOのシステム概略
高速なバスで接続されているため,同時録画･再生や追いかけ再生,LAN(Local

AreaNetwork)を介したパソコンヘのストリーミンクが可能である｡

｢簡単+

･電子番組表で録画予約,模索

･120GバイトHDD搭載により,最大約120場裏画

･十字カーソルによるシンプルなリモコン操作

｢きれい+

･読みやすくきれいなGUトフォント

･三次元YC分離

･ディジタルTBC,ディジタルNR

｢便利+

･滋画済みコンテンツのストリーミンク

●DVDマルチドライブ

･1.5倍速音声付き再生

;主:略語説明

GUl(Graphica】Userlnterface),YC(輝度･色信号)

TBC(TimeBaseCorrection),NR(NoiseReduction)

図2MSPlOOOの基本コンセプト

｢簡単+.｢きれい+.および｢便利+を基本コンセプトとしている｡

い+,および｢便利+である(図2参照)｡

2.2 電子番組表(EPG)

MSPlOOOの特徴は,地上波テレビ放送の電波のすきまを

使って一定間隔で送られてくるテレビ番組データを加工し,簡

単な操作で番組の予約録画ができる電子番組表(EPG:

ElectronicProgramGuide)を表示できることである(図3参

照)｡

この機能には,株式会社テレビ朝日データビジョンが提供
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図3電子番組表(EPG)のチャネル別表示例

一定間隔で行われるデータ放送からテレビ番組データを受信することにより.さまざ
まなアプリケーションが表示できる｡この画面は.チャネル別表示例を示す｡

図4電子番組表(EPG)の個別出演者表示例

番組表に登場する出演者が五十音順に表示される｡リモコンで選択して決定ボタ

ンを押すと,その出演者が登場する全番組が表示されるfj

する｢ADAMS(TV-AsahiData and Multimedia

Service)-EPGサービス+公2-を用いている｡電子番組表には,

最大8日間のVHF,UHFおよびアナログBSの番組が格納さ

れている(なお,ADAMS-EPGサービスが提供されていない

地域では表示できない｡)｡

電子番組表では,番組名,番組開始時刻,番組の長さの

ほかに,スポーツ,ニュース,ドラマなどジャンル別マークを表

ホする｡また,番組の詳細が仰向の下部に表ホされるので,

内容が一目でわかる｡さらに,右下にはテレビ番組のライブ映

像が流れているので,番組表を見ながらテレビを視聴したり,

マニュアル操作で録画することもできる｡番組表の表示は,

チャネル別やジャンル別でも可能である｡なお,興味ある俳優

や歌手をあらかじめ最大5名まで登録しておくことにより,該当

する俳優や歌手が出演する番組だけを表示する検索機能が

ある(図4参照)｡番組の録画予約は非常に簡単であり,予

約したい番組を電子番組表から選択し,決定ボタンを押すだ

けである｡

※2)ADAMSは,株式会社テレビ朝ロデータビジョンの登録商標

である｡

フラットパネル
テレビ

居間

"MSPlOOO”

100Mビット/Sイーサネット

パソコン

､′

′ふ㌦が

書斎

図5ストリーミンク

居間に置かれたMSPlOOOで雀景画した映像は,100Mビソト/SLANを経由して書斎

に置かれたパソコンで簡単に視聴できる｡

2.3 ストリーミンク

ネットワークを利用した機能の一つに,ストリーミング機能が

ある｡ストリーミングとは,サーバに蓄積されたデータを,ネット

ワークを介してダウンロードしながら順次再生していく技術で

ある｡MSPlOOOでは,この機能を使って,MSPlOOOで録画

した映像をパソコンで視聴することができる(図5参照)｡

LANを備えたWindows XP主菜‥‡}搭載のパソコンがあれば,

MSPlOOOとパソコン間を100Mビット/sのイーサネットで接続

することにより,簡単に実現できる｡パソコン上では,

MSPlOOOに蓄積された視聴可能な番組一覧が表示でき,視

聴したい番組を選択するだけで容易に視聴できる｡また,プ

ログレスバー表示により,見たいポイントにすぐにたどりつくこと

ができる｡

2.4 DVDマルチドライブ

MSPlOOOでは,DVD-RAM,DVD-R,DVD-RWへの読

み書きが可能なDVDマルチドライブを搭載しており,DVD-

RAMとDVD-RWのビデオレコーディングフォーマット,および

DVD-RとDVD-RWのビデオフォーマットで書き込まれたDVD

の再生ができる｡また,DVD-RAMのビデオレコーディング

フォーマット(ソフトウェアアップデートで対応)と,DVD-Rおよ

びDVD-RWへのビデオフォーマットの書き込みができる｡

120Gバイトの大容量HDDに録画した番組から好きな番組を

選んで,無劣化でDVDヘダビングすることも可能である｡さら

に,パソコンで普及しているUDF(UniversalDisc Format)

経由で,DVD-RAMへの読み書きができるため,このフォー

マットで善かれたDVD-RAMディスクをMSPlOOOとパソコン間

で容易に受け渡しできる｡

※3)Wind()WSは,米国およびその他の国における米国Microsoft

Corp.の登録商標である｡

F
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表1MSPlOOOの主な仕様

MSPlOOOは.UHF/VHF/CATVチューナ.アナログ放送衛星用チューナを持ち.

電子番組表,大容量HDD,DVDマルチドライブ,およびネットワーク経由ストリーミン

ク機能を特徴とする｡

録画可能ディスク HDD,DVD-RAM,DVD-R,DVD-RW

録画方式･叙書方式 MPEG2/MPEGlレイヤ2

録画時間

(120GバイトHDD)
LP:約120h,SP:約60h.HQ:約30h

録画時間(DVD) LP:約4h,SP:約2h,HQ:約1h

線画DVDフォーマット
DVD-VR*:DVD-RAM,DVD-Video:DVD-

R,DVD-RW,MPEG2データ:DVD-RAM

再生メディア

DVD-RAM(VR串,MPEG2データ,静止画)､

DVD-R(Video),DVD-RW(Video,VR),

DVD-Video,ビデオCD,音楽CD,

CD-R/CD-RW(ビデオ,音楽,静止画)

ネットワーク
100Mビット/sイーサネット(ストリーミンク),

USBl.1(ディジタルカメラ)

チューナ

地上波(VHF:1～12ch/UHF13～62ch/

CATV:C13～C38ch)×1,アナログBS(1,

3,5,7,9,11,13,15ch)×1

出力インタフェース
コンポジット信号×2,S映像信号×2,コンポ

-ネント信号×1,Dl端子×1,アナログ音声
信号×2,光ディジタル音声信号×1

入力インタフェース
コンポジット信号×3,S映像信号×3,アナ

ログ音声信号×3,BSデコーダ入力×1

EPG対応 ADAMS-EPG

外形寸法(mm) 幅430×奥行き352×高さ75

注:略語説明ほか

LP(LongPlaying),SP(StandardPlaying),HO(HighQuality)

VR(VideoRecording),Ch(channel)

*ソフトウェアアップデートで対応

2.5 録画,再生

MSPlOOOでは,録画中の番組を再生する｢追いかけ再生+

ができる｡また,録画中に別の録画済み番組を再生すること

も可能である｡さらに,テレビ視聴目1に電話や来客があった

場合には,リモコンの｢ちょっと待ってボタン+を押すだけで,自

動的に｢追いかけ再生モード+で録画を開始する｡用事が済

んだら,再生ボタンを押すだけで,見逃した場面からの再生

が可能である｡そのほか,1.5倍速音声付き再生機能もあって,

録画績み番組をゆっくり視聴する時間がない場合に便利であ

り,ニュースの早見にも使える｡さらに,ディジタルカメラの静

止画再生機能は,ディジタルカメラで撮った静止画をテレビで

見るときに便利である｡

MSPlOOOの主な仕様を表1に示す｡

3日立グローバルストレージテクノロジーズ牡黎のHDD｢Deskstar180GXPシリーズ+

3.1録画デバイスとしてのHDD

現在大量生産されているHDDの多くは,パソコン用のデー

タストレージとして設計,開発されてきたものであるが,その様

相が変化を見せ始めている｡今回発表したMSPlOOOに代表

される家庭用のHDD･DVDレコーダは今後のHDDの大きな

市場となると予測され,HDDにおいて,それに適する設計が

必要となってきた｡HDD･DVDレコーダにHDDを使うさまざま

4窃+L陀評点2003-11

な利点のうち,第一に高速であること,第二に記憶容量の大

きさがあげられる｡これらの特性は,HDDがパソコン用の記

録デバイスとして広く用いられている理由でもあるが,必要と

される特性は微妙に異なってくる｡

3.2 高速性

一口に高速性と言っても,これまでのパソコンに代表される

情報機器とHDD･DVDレコーダなどの動画録画機器では,

その質に大きな差が見られる｡例えば,パソコンからHDDへ

のデータの読み書きにはかなりのランダム性があり,一度読み

出した場所と次に読み出す場所はまったく異なる場合が多い｡

一方,動画記録においては,容易に想像できるように,デー

タの読み書きは連続的に行われる場合がきわめて多い｡連続

読み書きでの性能を決めるのは,ディスクからのデータ転送速

度と,そのデータをHDD内DRAM(Dynamic Random

AccessMemory)にキャッシュ(保存)する技術である｡

日立グローバル ストレージテクノロジーズ社製のHDD

"Deskstar180GXP''では,このクラス最高の87Mバイト/sと

いうメディア転送速度から,56Mバイト/sの連続読み出し速

度(ディスク外周)を実現している(図6参照)｡また,HDD･

DVDレコーダの追いかけ再生モードを意識したデータキャッ

シュのアルゴリズムを採用している｡追いかけ再生の際には,

現在の映像のHDDへの書き込みと,過去の映像の読み出し

が同時に行われる｡データとしては一つの塊の映像データと

なるが,HDDには,書き込みと読み出しが交互に要求される

ことになる｡これまでのパソコン用HDDでは,そのような場合

のデータの連続性を気にする必要はなかった｡しかし,

HDD･DVDレコーダの追いかけ再生では,書き込みの次に

来る読み出し要求が,以前読み出された場所と連続している｡

○(9

チ羊毛′

園6Deskstar180GXPシリーズのHDDの外観

MSPlOOOに搭載した120GバイトHDDを示す｡3.5型ディスクを毎分7,200回転

させることにより.高速な読み書き性能を実現する｡
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驚計[二□[至二][互]…[コ
＼/＼/＼′＼

ッドを動かす
Seek)動作

悪霊㌣[互][吏][∃…[コ
読み書き要求ごとにヘッドを動かす(Seek動作)ので,性能が落ちる｡

(a)従来のHDDによる追いかけ再生動作

驚計E二][亘]巨]…[コ
(データの先読み)

(データのまとめ書き)

駕篭㌢[ニヨ[吏][互]…[コ
HDD上のDRAMキャッシュによってデータの先読み･まとめ書きを行う

ことにより,時間のかかるSeek動作を減らしている｡

(b)Deskstar180GXPHDDによる追いかけ再生

図7追いかけ再生時のDeskstar180GXPHDDの動作

追いかけ再生に適した読み書き動作ができる｡

このような場合,これまでのキャッシュアルゴリズムでは,連続

読み出し時に効果を発揮するデータ先読みがほとんどでき

ず,効率の悪いものとなっていた｡今回,MSPlOOOで採用し

たDeskstar180GXPでは,この点を重視して書き込み要求

によって先読みを+Lめないアルゴリズムを採梢し,追いかけ再

生時の転送速度の落ち込みを低減している(図7参照)｡

3.3 大容量

HDDでは,その誕生以来,年率で1.5倍から2倍のペース

で記憶密度が上がってきた｡HDDを使用するコンピュータの

アプリケーションがそれを必要としたからである｡しかし,近年

は記憶容量増大への要求が飽和傾向にある｡

実際に使用してみると明らかなように,現在のパソコンに数

百ギガバイトの容量が必要とされるケースはまれである｡今後

も新たなアプリケーションが考案され,必要とされる記憶容量

は伸びていくものと予想されるが,それがパソコンの性能や新

たな可能性を決定的にする要因になるとは考えにくい｡

一方,HDD･DVDレコーダの｢動噺記憶+に目を向けると,

記憶容量への要求は一段高いものとなる｡MSPlOOOに搭載

したDeskstar180GXPでは,面当たり60Gバイトという高い

記憶密度を実現し,ディスク2枚で120Gバイトを達成している｡

これは,優れた動画圧縮技術により,VHS(Video Home

System)標準速相当の映像を最大約120時間録画すること

ができる｡しかし,将来に日を向けると,ハイビジョン放送や,

さらに解像度の高い映像の配信などにより,いっそう大きな記

憶容量が要求されるようになると考える｡

日立グローバルストレージテクノロジーズ社は,面当たり

80Gバイトという,さらに高密度のDeskstar7K250(250Gバ

イト)の量産･出荷を開始しており,いっそう高密度化した

500Gバイトを超える容量の製品も近々に製品化の予定であ

る｡近い将来に必要とされる,超長時間録画やハイビジョンに

代表される高精細な動画記録にl帥ナた準備を進めている｡

感放送･通信融合型ハイブリッドディジタルレコーダの方向性

日立製作所が考えるネットワーク型レコーダ(放送･通信融

合型)とこれまでのAV型レコーダとの比較を表2に示す｡同

表のネットワーク型レコーダの特徴で記述した機能について

は,今後,順次提供していく｡

4.1放送とブロードハンド

AV型レコーダは放送波を受信,録伸するための機器とし

て開発されたものであー),すでに各社から発売されている

HDD･DVDレコーダも,これまでのVTRの代わりと考えられて

いるものが多い｡放送･通信融合型ハイブリッドディジタルレ

コーダでは,放送波の受信･録画はもちろんのこと,ブロード

バンド経山の番組受信も可能になる｡将来,ブロードバンド接

続の中心になると考えられるFTTH(Fibre to the Home)を

介して,さまざまなコンテンツが配信される時代にほ,放送波

経由のコンテンツとネットワーク経由のコンテンツを,同時に,

複数ストリームで扱う必要がある｡そのためには,高性能プロ

セッサ･メモリや高性能バス,高性能HDDが必要となる｡

MSPlOOOでは,このような将来の方向を見据えて,前述の構

成が採りやすいパソコンアーキテクチャをベースに,AV機能

を付加したアーキテクチャを採用している｡

4.2 〃:〃連携･リモート連携

AV型レコーダはネットワーク機能を持たないことから,1二1

接続が基本であった｡〕しかし,ネットワーク機能を標準装備し

表2AV型レコーダとネットワーク型レコーダの比較

レコーダは,AV型レコーダとネットワーク型レコーダに大別される｡ネットワーク型レ

コーダがすなわち.放送･通信融合型ハイブリッドディジタルレコーダである｡

分 薙 AV型レコーダ
ネットワーク型レコーダ

(放送･通信融合型)

特 徴

放送
放送とブロードバンドネットワーク

(マルチストリーム∴双方向)

1:1接続
〃:〟連携･リモート連携

(ブロードバンドネットワーク利用機器など)

従来のアプライアンス
進化するアプライアンス(ソフトウェア

のアップグレード,データベースなど)

映像･オーディオコンテンツ
多種多様なコンテンツ

(映像,音声,データ)

ねらう市場 VTR置き換え
ホームネットワークにおける

コア機器(新市場の創出)

注:略語説明

AV(Audio-Visuaり

Fl

11如戸.愈2003.11149



llウVD】.85No-11

ている放送･通信融合型ハイブリッドディジタルレコーダでは,

1:1だけでなく,Ⅳ:Ⅳ連携も可能となる｡例えば,家庭内に

複数台のパソコンや放送･通信融合型ハイブリッドディジタル

レコーダ,ネットワークに接続したテレビがあり,それぞれが放

送チューナ,ネットワーク,HDDを持っている場合,ユーザー

はどの装置を使って番組が録画,または再生されているかに

は関心がないはずである｡また,HDDの空き容量も気にした

くはないはずである｡ユーザーは,単に見たい番組がきちん

と録画されていて,見たいときにそれを視聴できればよいので

ある｡ネットワークを介してそれぞれの装置が持っているリソー

スを仮想化することにより,上記の実現が可能となる｡また,

ブロードバンド経由で接続したモバイルパソコン,PDA

(PersonalDigitalAssistant)や携帯電話から,家庭内の

放送･通信融合型ハイブリッドディジタルレコーダに格納され

ているコンテンツを視聴したり,逆に,保存が必要な映像やデー

タをレコーダに格納したりすることができるようになる｡

4▲3 進化するアプライアンス

これまでのAV機器では,一般的には一度購入した機器の

機能は最後まで変わらなかった｡一方,パソコンの世界では,

ソフトウェア技術の進歩が速いため,ソフトウェアのアップグレー

ドにより,購入した装置を陳腐化させないという考え方が一般

的であった｡放送･通信融合型ハイブリッドディジタルレコー

ダでも,この考え方を適用することにより,同じハードウェアで

も,ソフトウェアをアップグレードすることによっで性能や機能の

向上が図れる｡

将来は,ユーザーの好みや使い方についての情報を蓄積,

宇賀神 敦
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活用することにより,好みの番組の自動録画や案内を出した

りするアドバイス機能が実現すると思われる｡

4.4 多種多様なコンテンツ

AV型レコーダでは,映像データとオーディオデータを扱う｡

しかし,ホームネットワークのコア機器となる放送･通信融合型

ハイブリッドディジタルレコーダでは,映像データやオーディオ

データだけでなく,ビジネスデータや音声データも扱うようにな

る｡ブロードバンドネットワークやLANを介して,これらのデー

タを同時に扱うことも可能になる｡

雷
おわりに

ここでは,日立製作所の放送･通信融合型ハイブリッド

ディジタルレコーダ"MSPlOOO''と,コアコンポーネントとして用

いているH立グローバルストレージテクノロジーズ社製の

"Deskstar180GXP”,および放送･通信融合型ハイブリッド

ディジタルレコーダの今後の方向性について述べた｡

日立製作所は,放送･通信融合型ハイブリッドディジタルレ

コーダの割こふさわしい,ホームネットワークのコア機器とする

ために,`▲MSPlOOO''の展開を推進していく考えである｡
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